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る
。
ま
た
、
農
地
を
耕
し
て
も
収
益

が
上
が
ら
な
い
の
で
、
耕
作
放
棄
す

る
。
高
齢
化
と
耕
作
放
棄
は
同
時
に

進
行
し
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
因

果
関
係
は
な
い
。

　

過
去
の
貿
易
自
由
化
交
渉
と
同
じ

く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
も
農
業
が
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
や

国
会
の
委
員
会
が
コ
メ
、
麦
、
牛
肉

・
豚
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
な
ど
農
産

物
五
品
目
を
関
税
撤
廃
の
例
外
と
し
、

こ
れ
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
脱

退
も
辞
さ
な
い
と
決
議
し
て
い
る
。

　

米
国
も
砂
糖
や
乳
製
品
に
つ
い
て

関
税
撤
廃
の
例
外
と
し
た
い
と
い
う

意
向
を
持
っ
て
い
る
が
、
砂
糖
は
豪

州
、
乳
製
品
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外

の
国
に
は
、
関
税
を
撤
廃
す
る
。
日

本
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
品
目
に

つ
い
て
、
か
つ
、
全
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
国
に
対
し
て
例
外
扱
い
を
要
求
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
最
終
的
に
、

日
本
政
府
は
、
せ
め
て
コ
メ
だ
け
で

も
関
税
撤
廃
の
例
外
を
認
め
て
ほ
し

い
と
交
渉
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
以
上
の
対
応
に
は
、
日

本
の
農
産
物
に
競
争
力
は
な
い
と
い

う
前
提
が
あ
る
。
農
業
界
も
長
年
、

「
日
本
の
農
業
は
規
模
が
小
さ
い
の

で
、
米
国
や
豪
州
の
農
業
と
は
競
争

で
き
な
い
」
と
主
張
し
て
き
た
。

　

農
家
当
た
り
の
農
地
面
積
は
、
日

本
を
一
と
す
る
と
、
Ｅ
Ｕ
六
、
米
国

七
五
、
豪
州
一
三
〇
九
で
あ
る
。
規

模
が
大
き
い
方
が
コ
ス
ト
は
低
い
が
、

規
模
だ
け
で
コ
ス
ト
は
決
ま
ら
な
い
。

世
界
最
大
の
農
産
物
輸
出
国
米
国
も

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
し
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
我
が
国
農
業
は
衰
退
傾

向
に
あ
る
。
農
業
総
産
出
額
は
一
九

八
四
年
の
十
一
兆
七
千
億
円
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
が
続
き
、
二
〇
一
一

年
に
は
八
・
二
兆
円
と
ピ
ー
ク
時
の

約
三
分
の
二
の
水
準
ま
で
低
下
し
た
。

農
業
所
得
は
九
〇
年
の
六
・
一
兆
円

か
ら
〇
七
年
に
は
三
・
三
兆
円
へ
と

ほ
ぼ
半
減
し
た
。
減
少
が
著
し
い
の

が
コ
メ
で
あ
る
。
農
業
総
産
出
額
に

占
め
る
コ
メ
の
割
合
は
、
六
〇
年
頃

は
ま
だ
五
割
だ
っ
た
の
に
、
一
〇
年

に
は
、
と
う
と
う
二
〇
％
を
切
っ
て

し
ま
っ
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

農
業
者
の
割
合
は
、
六
〇
年
の
一
割

か
ら
六
割
に
上
昇
し
て
い
る
。

　

食
料
安
全
保
障
に
不
可
欠
な
農
地

の
面
積
も
、
六
一
年
に
六
〇
九
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
達
し
、
そ
の
後
公
共
事

業
な
ど
で
一
〇
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

造
成
し
、
本
来
な
ら
七
一
四
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
る
は
ず
な
の
に
、
四
五
五

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
な
い
。
現
在
の

全
水
田
面
積
二
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

農
地
改
革
で
小
作
人
に
開
放
し
た
一

九
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回
る
二
六

〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
、
半
分

は
耕
作
放
棄
、
半
分
は
転
用
さ
れ
て
、

消
滅
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
は
一
〇
年
、
四
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
に
拡
大
し
、
埼
玉

県
、
滋
賀
県
の
面
積
に
ほ
ぼ
等
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
省

は
耕
作
放
棄
の
原
因
を
農
家
が
高
齢

化
し
た
た
め
だ
と
説
明
す
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
高
齢

化
も
耕
作
放
棄
も
、
そ
の
原
因
は
農

業
収
益
の
低
下
で
あ
る
。
農
業
収
益

が
低
下
し
た
の
で
、
子
供
が
後
を
継

が
ず
、
今
い
る
農
家
が
農
業
を
続
け

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
高
齢
化
す

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
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戦
略
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て
、
夫
婦
二
人
の
経
営
で
一
〇
～
三

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
（
都
府
県
の

コ
メ
作
の
平
均
規
模
は
〇
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
程
度
）
を
実
現
し
て
い
る
例

が
あ
る
。
こ
の
コ
メ
を
冬
場
に
餅
な

ど
に
加
工
し
た
り
、
小
売
へ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
す
れ
ば
、

工
業
の
よ
う
に
通
年
で
労
働
を
平
準

化
で
き
る
。
平
ら
で
農
作
業
を
短
期

間
で
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
北
海
道
農
業
よ

り
、
コ
ス
ト
面
で
有
利
に
な
る
。

　

野
菜
作
で
も
、
青
果
卸
業
か
ら
農

業
に
参
入
し
た
鳥
取
県
の
企
業
は
、

中な
か

海う
み

干
拓
地
か
ら
大だ

い

山せ
ん

山
麓
ま
で
の

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
を
利
用

し
て
、
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
、

ダ
イ
コ
ン
の
周
年
栽
培
を
中
核
に
し

た
経
営
を
実
現
し
て
い
る
。
生
産
が

安
定
し
な
い
夏
場
の
時
期
は
、
北
海

道
の
生
産
者
と
連
携
す
る
こ
と
で
生

産
の
不
足
分
を
補
い
、
コ
ン
ビ
ニ
・

チ
ェ
ー
ン
店
に
お
で
ん
用
ダ
イ
コ
ン

を
周
年
供
給
し
て
い
る
。

　

品
質
面
で
も
、
中
山
間
地
域
で
は
、

一
日
の
寒
暖
の
差
を
活
用
し
、
新
潟

県
魚
沼
の
よ
う
な
食
味
の
よ
い
コ
メ

生
産
や
色
の
鮮
や
か
な
花
の
生
産
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
は
南
北
に
も
長
い
。
砂
糖
の

は
豪
州
か
ら
輸
入
す
る
一
方
で
、
穀

物
肥
育
し
た
高
級
牛
肉
は
日
本
へ
輸

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
は
三
五

〇
万
ト
ン
の
コ
メ
を
輸
出
し
な
が
ら
、

高
級
長
粒
種
ジ
ャ
ス
ミ
ン
米
な
ど
八

〇
万
ト
ン
の
コ
メ
を
輸
入
し
て
い
る
。

我
が
国
も
、
仮
に
外
食
用
の
一
部
に

一
〇
万
ト
ン
輸
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、

一
〇
〇
万
ト
ン
の
高
品
質
米
を
輸
出

す
れ
ば
よ
い
。
品
質
の
劣
る
低
価
格

米
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。

　

し
か
も
、
米
国
等
と
競
争
で
き
な

い
と
い
う
議
論
に
は
、
関
税
が
撤
廃

さ
れ
、
政
府
が
何
も
対
策
を
講
じ
な

い
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
米
国
や
Ｅ

Ｕ
は
直
接
支
払
い
と
い
う
鎧

よ
ろ
い

を
着

て
競
争
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
も
米
国
の

一
〇
分
の
一
、
豪
州
の
二
〇
〇
分
の

一
の
規
模
な
が
ら
、
高
い
生
産
性
と

直
接
支
払
い
で
穀
物
を
輸
出
し
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
単
収
は
豪
州

の
五
倍
ほ
ど
も
あ
る
。

　

関
税
が
な
く
な
り
価
格
が
下
が
っ

て
も
、
米
国
や
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
財
政

で
補
填
す
れ
ば
、
農
家
は
影
響
を
受

け
な
い
。
消
費
者
は
利
益
を
受
け
る
。

内
外
価
格
差
が
大
き
い
の
で
膨
大
な

財
政
負
担
が
必
要
に
な
る
と
い
う
主

張
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
膨
大
な
消

費
者
負
担
を
強
い
て
い
る
と
白
状
し

て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
実

際
に
は
、
近
年
の
国
際
価
格
上
昇
に

よ
り
、
内
外
価
格
差
は
縮
小
し
、
必

要
な
直
接
支
払
い
の
額
も
減
少
し
て

い
る
。
現
在
の
価
格
で
も
、
台
湾
、

香
港
な
ど
へ
米
を
輸
出
し
て
い
る
生

産
者
が
い
る
。
世
界
に
冠
た
る
品
質

の
コ
メ
が
、
生
産
性
向
上
と
直
接
支

払
い
で
価
格
競
争
力
を
持
つ
よ
う
に

な
る
と
、
鬼
に
金
棒
と
な
る
。

　

農
業
と
工
業
は
違
う
面
が
あ
る
。

自
然
や
生
き
物
を
相
手
と
す
る
農
業

は
、
農
作
業
の
多
い
時
期
と
少
な
い

時
期
の
差
が
大
き
い
た
め
、
労
働
力

の
通
年
平
準
化
が
難
し
い
。
コ
メ
作

で
い
え
ば
、
田
植
え
と
稲
刈
り
の
時

期
に
労
働
は
集
中
す
る
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
雇
用
す
れ
ば
、
他
の
時
期
に

は
労
働
力
を
遊
ば
せ
て
し
ま
い
、
大

き
な
コ
ス
ト
負
担
が
発
生
す
る
。

　

傾
斜
が
あ
り
区
画
が
小
さ
い
農
地

が
多
い
中
山
間
地
域
で
は
農
業
の
競

争
力
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
標
高
差
が
あ
る
の
で
、
田

植
え
と
稲
刈
り
に
そ
れ
ぞ
れ
二
～
三

カ
月
か
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
利
用
し

豪
州
の
一
七
分
の
一
だ
。
土
地
の
肥ひ

沃よ
く

度
が
異
な
る
と
、
作
物
も
単
位
面

積
あ
た
り
の
収
量
（
単
収
）
も
違
う
。

土
地
が
痩
せ
て
い
る
豪
州
で
は
主
に

草
地
で
牛
を
放
牧
し
て
い
る
の
に
対

し
、
米
国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が

主
体
で
あ
る
。

　

競
争
力
と
い
う
場
合
、
品
質
も
重

要
で
あ
る
。
自
動
車
に
ベ
ン
ツ
の
よ

う
な
高
級
車
と
低
価
格
の
軽
自
動
車

が
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
農
産
物
の
中

で
も
品
質
格
差
は
大
き
い
。
日
本
米

の
国
際
市
場
で
の
評
価
は
高
い
。
香

港
で
は
、
同
じ
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
も
日

本
産
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
一
・

六
倍
、
中
国
産
の
二
・
五
倍
の
価
格

と
な
っ
て
い
る
。
軽
自
動
車
に
比
べ
、

ベ
ン
ツ
の
よ
う
な
高
級
車
が
コ
ス
ト

も
価
格
も
高
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

世
界
で
貿
易
さ
れ
る
コ
メ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
な
ど

の
低
所
得
国
向
け
の
低
品
質
米
で
あ

る
。
八
〇
〇
万
ト
ン
あ
る
日
本
産
に
、

品
質
面
で
対
抗
で
き
る
の
は
、
世
界

貿
易
量
三
千
万
ト
ン
の
一
％
、
三
〇

万
ト
ン
に
過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　

我
が
国
は
ベ
ン
ツ
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
輸

入
し
な
が
ら
、
ト
ヨ
タ
、
ニ
ッ
サ
ン
、

ホ
ン
ダ
な
ど
を
輸
出
し
て
い
る
。
米

国
も
、
ハ
ン
バ
ー
グ
用
の
低
級
牛
肉

工
業
の
生
産
工
程
に

近
づ
け
た
農
業
経
営
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よ
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
退
出
す
る
は

ず
の
コ
ス
ト
の
高
い
零
細
農
家
も
、

小
売
か
ら
高
い
コ
メ
を
買
う
よ
り
も

ま
だ
自
分
で
作
っ
た
方
が
安
い
の
で
、

農
業
を
継
続
し
て
し
ま
っ
た
。
主
た

る
収
入
が
農
業
で
あ
る
主
業
農
家
の

販
売
シ
ェ
ア
は
、
酪
農
で
九
五
％
、

野
菜
や
畑
作
物
で
は
八
二
％
に
も
な

る
の
に
、
コ
メ
だ
け
三
八
％
と
極
端

に
低
い
。
零
細
農
家
が
農
地
を
出
し

て
こ
な
い
の
で
、
主
業
農
家
に
農
地

は
集
積
せ
ず
、
規
模
拡
大
は
進
ま
な

か
っ
た
（
図
①
）。

　

水
田
を
水
田
と
し
て
使
わ
せ
な
い

減
反
政
策
は
、
米
生
産
を
縮
小
し
た

ば
か
り
か
、
水
資
源
の
涵か

ん

養よ
う

や
洪
水

コ
ス
ト
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
、

圃
場
の
位
置
、
面
積
を
正
確
に
測
定

す
る
と
と
も
に
、
土
壌
セ
ン
サ
ー
に

よ
り
土
壌
成
分
を
調
査
し
た
結
果
や

窒
素
セ
ン
サ
ー
で
葉
色
を
分
析
し
た

結
果
を
マ
ッ
プ
化
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
小
区
画
ご
と
の
可
変
施
肥
が
可
能

と
な
り
、
過
剰
施
肥
を
抑
制
で
き
る
。

微
気
象
情
報
を
収
集
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

を
圃
場
に
設
置
し
、
病
害
虫
の
発
生

を
予
測
す
る
こ
と
で
無
駄
の
な
い
農

薬
散
布
を
実
施
で
き
る
。
地
域
ご
と

に
自
然
条
件
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
篤
農

家
な
ど
の
地
域
農
業
技
術
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
、
気
象
が
変
化
し
た

際
、
農
家
の
求
め
に
応
じ
て
対
応
策

を
提
供
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
研

究
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
農
産
物
は
コ

メ
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
を
減
少

さ
せ
て
高
い
米
価
を
維
持
し
よ
う
と

す
る
減
反
政
策
が
、
コ
メ
農
業
の
競

争
力
を
奪
っ
て
き
た
。
逆
に
言
う
と
、

こ
の
政
策
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
日

本
を
一
大
コ
メ
輸
出
国
に
転
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

単
位
数
量
あ
た
り
の
コ
ス
ト
は
、

面
積
あ
た
り
の
コ
ス
ト
を
面
積
あ
た

り
の
収
量
（
単
収
）
で
割
っ
た
も
の

だ
か
ら
、
単
収
が
上
が
れ
ば
、
コ
ス

ト
は
下
が
る
。
し
か
し
、
総
消
費
量

が
一
定
の
下
で
単
収
が
増
え
れ
ば
、

コ
メ
生
産
に
必
要
な
水
田
面
積
は
縮

小
し
、
減
反
面
積
が
拡
大
す
る
の
で
、

農
家
へ
の
減
反
補
助
金
が
増
え
て
し

ま
う
。
こ
の
た
め
、
単
収
向
上
の
た

め
の
品
種
改
良
は
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
今
で
は
日
本
の
平
均
単
収
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
よ
り
四
割
も
少
な
い
。

　

減
反
に
よ
る
高
米
価
維
持
政
策
に

コ
メ
に
よ
る
農
業
立
国
を

阻
ん
で
き
た
減
反
政
策

原
料
と
な
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
ビ
ー
ト

を
同
じ
国
で
生
産
で
き
る
の
は
、
日

本
以
外
で
は
米
国
と
中
国
く
ら
い
し

か
な
い
。
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
農

場
を
配
置
す
れ
ば
、
同
じ
野
菜
を
作

っ
て
も
、
作
付
期
間
は
ず
れ
る
。
こ

の
農
場
間
を
労
働
や
機
械
を
移
動
す

る
こ
と
で
、
労
働
平
準
化
と
機
械
の

稼
働
率
向
上
を
図
っ
て
い
る
経
営
が

あ
る
。
ま
た
、
あ
る
ぶ
ど
う
農
家
は
、

異
な
る
品
種
の
栽
培
、
露
地
と
施
設

に
よ
る
栽
培
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、

労
働
を
な
ら
し
て
い
る
。
コ
メ
、
野

菜
、
畜
産
等
を
組
み
合
わ
せ
る
複
合

経
営
の
一
つ
の
ね
ら
い
も
労
働
平
準

化
で
あ
る
。
複
合
経
営
は
、
堆
肥
の

還
元
や
病
害
虫
の
発
生
減
少
に
よ
っ

て
、
肥
料
や
農
薬
の
使
用
量
を
節
約

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

農
業
界
は
農
業
と
工
業
は
違
う
こ

と
を
強
調
す
る
。
だ
か
ら
、
保
護
が

必
要
だ
と
言
い
た
い
の
だ
。
し
か
し
、

以
上
の
取
り
組
み
か
ら
み
れ
ば
、
で

き
る
限
り
農
業
を
工
業
の
生
産
工
程

に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
農
業
経

営
が
成
功
し
て
い
る
の
だ
。

　

先
端
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
精

密
農
業
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

で
、
必
要
な
圃ほ

場
に
必
要
な
量
だ
け

の
肥
料
や
農
薬
を
投
入
し
、
無
駄
な

図①　コメの作付け規模別生産費と所得

防
止
な
ど
農
業
の
多
面
的
機
能

も
損
な
っ
た
上
、
三
五
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
水
田
の
一
〇

〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
失
い
、
食

料
安
全
保
障
も
損
な
っ
た
。

　

日
本
米
と
中
国
産
や
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
産
と
比
べ
た
内
外
価

格
差
は
、
品
質
差
を
考
慮
す
る

と
三
〇
％
程
度
へ
縮
小
し
て
い

る
。
図
②
で
、
下
の
グ
ラ
フ
は
、

日
本
が
現
実
に
輸
入
し
て
い
る

中
国
産
の
輸
入
価
格
で
あ
る
。

真
ん
中
の
グ
ラ
フ
は
、
こ
の
中

国
産
を
日
本
国
内
で
売
却
し
た
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価
格
で
あ
る
。
上
の
日
本
産
の
価
格

と
真
ん
中
の
グ
ラ
フ
と
の
差
は
、
価

格
に
表
れ
た
品
質
格
差
で
あ
る
。
し

か
も
、
日
本
産
の
一
万
三
千
円
と
い

う
価
格
は
減
反
で
供
給
量
を
制
限
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
水
準

な
の
で
、
減
反
を
廃
止
す
れ
ば
、
八

千
円
程
度
に
低
下
し
、
日
中
米
価
は

逆
転
し
関
税
は
要
ら
な
く
な
る
。

　

減
反
を
廃
止
し
て
米
価
を
下
げ
れ

ば
兼
業
農
家
は
農
地
を
貸
し
出
す
。

主
業
農
家
に
限
っ
て
直
接
支
払
い
を

交
付
す
れ
ば
、
そ
の
地
代
負
担
能
力

が
上
が
っ
て
、
農
地
は
主
業
農
家
に

集
積
し
、
規
模
が
拡
大
し
て
、
コ
ス

ト
は
下
が
る
。
一
五
へ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
農
家
の
米
生
産
費
は
六
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
た
り
六
千
三
百
七
十
八
円

で
あ
る
。
減
反
の
廃
止
で
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
米
並
み
に
単
収
が
増
え
れ

ば
、
そ
の
コ
ス
ト
は
、
四
千
五
百
五

十
六
円
に
ま
で
減
少
す
る
。
全
国
平

均
九
千
四
百
七
十
八
円
に
比
べ
、
半

分
以
下
の
水
準
で
あ
る
。

　

コ
メ
の
生
産
量
は
一
九
九
四
年
の

一
二
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
八
〇
〇
万
ト

ン
へ
、
二
十
年
間
で
三
分
の
一
も
減

少
し
た
。
今
後
は
、
高
齢
化
で
一
人

が
食
べ
る
量
が
さ
ら
に
減
少
す
る
一

方
、
こ
れ
ま
で
増
え
て
き
た
総
人
口

も
減
少
す
る
。
こ
れ
ま
で
高
い
関
税

で
外
国
産
農
産
物
か
ら
国
内
市
場
を

守
っ
て
き
た
が
、
国
内
市
場
に
頼
る

限
り
、
日
本
農
業
は
さ
ら
に
衰
退
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
輸
出
市
場
を
開
拓

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

　

し
か
し
、
国
内
農
業
が
い
く
ら
コ

ス
ト
削
減
に
努
力
し
て
も
、
輸
出
相

手
国
の
関
税
が
高
け
れ
ば
輸
出
で
き

な
い
。
貿
易
相
手
国
の
関
税
を
撤
廃

す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
貿
易
自
由
化
交

渉
に
積
極
的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
、

に
国
営
企
業
に
対
す
る
規
律
が
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
が
中
国
市

場
開
拓
の
道
と
な
る
。

　

コ
メ
以
外
の
農
業
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
関
税
を
直
接
支
払
い
に
置
き
換

え
る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
額
は
二
千

五
百
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。
必
要
額
の

う
ち
二
千
億
円
近
く
が
畜
産
だ
が
、

現
在
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
制
度
は
、

無
税
の
エ
サ
用
が
高
関
税
の
デ
ン
プ

ン
用
に
転
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
エ
サ
用
に
特
殊
な
加
工
処
理

を
義
務
付
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
エ
サ
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
は
二

割
も
上
昇
す
る
。
デ
ン
プ
ン
の
関
税

が
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
操
作

は
不
要
と
な
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

畜
産
物
コ
ス
ト
の
大
宗
を
占
め
て
い

る
の
で
、
そ
の
価
格
が
低
下
す
れ
ば
、

畜
産
物
の
価
格
競
争
力
が
増
し
、
必

要
な
直
接
支
払
額
を
圧
縮
で
き
る
。

　

コ
メ
に
つ
い
て
も
、
減
反
廃
止
に

よ
る
価
格
低
下
を
補
填
す
る
た
め
、

二
千
億
円
も
あ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。

直
接
支
払
い
の
所
要
総
額
四
千
五
百

億
円
は
、
減
反
や
戸
別
所
得
補
償
の

た
め
に
支
出
し
て
い
る
五
千
億
円
の

組
み
替
え
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

減
反
廃
止
に
よ
り
日
本
米
の
価
格

が
八
千
円
に
低
下
し
、
農
村
部
の
労

働
コ
ス
ト
の
上
昇
等
で
中
国
産
米
の

価
格
が
一
万
三
千
円
に
上
昇
す
る
と
、

商
社
は
日
本
市
場
で
米
を
八
千
円
で

買
い
付
け
て
一
万
三
千
円
で
輸
出
す

る
と
利
益
を
得
る
。
こ
の
結
果
、
国

内
で
の
供
給
が
減
少
し
、
輸
出
価
格

の
水
準
ま
で
国
内
価
格
も
上
昇
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
米
生
産
は
拡
大

し
、
コ
メ
農
業
所
得
を
倍
以
上
に
拡

大
で
き
る
。

　

減
反
廃
止
と
直
接
支
払
い
で
、
高

い
品
質
の
農
産
物
が
価
格
競
争
力
を

持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
世
界
の
市
場

を
開
拓
で
き
る
。
農
業
は
発
展
し
、

多
面
的
機
能
も
食
料
安
全
保
障
も
確

保
で
き
る
の
で
あ
る
。

関
税
で
は

農
業
は
守
れ
な
い

図②　コメの内外価格差（円 /玄米60㎏）

日
本
農
業
は
安
楽
死
す
る
し
か
な

い
。

　

も
ち
ろ
ん
有
望
な
市
場
は
中
国

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
で
も
低
関

税
で
中
国
へ
輸
出
で
き
る
が
、
日

本
で
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
百

円
の
日
本
米
が
上
海
で
は
一
千
三

百
円
も
す
る
。
国
営
企
業
が
流
通

を
独
占
し
、
八
百
円
も
の
マ
ー
ジ

ン
を
余
計
に
徴
収
し
て
い
る
か
ら

だ
。
こ
の
事
実
上
の
関
税
が
残
る

限
り
、
日
本
か
ら
中
国
へ
自
由
に

輸
出
で
き
な
い
。
米
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
勝
ち
取
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
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